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―Foreword―

新しい薬学教育へ―若手教員の取り組みと現状
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薬学教育 6 年制がスタートして，既に 5 年生が実

務実習に出ている．この実務実習を意識した臨床を

見据えた新しい教育は活発となり，多くの議論がな

されている．臨床現場と連携した教育，研究活動も

活発になってきており，日本薬学会第 130 年会でも

多くの発表がなされ，活発な議論が交わされた．し

かしながら，変化を求められているのは直接に臨床

に係わる教育だけではなく，基礎教育，つまり大学

が大学で行う薬学教育も新たな展開を求められてい

る．この状況の中，学生のニーズに応える，そし

て，学生が変われる教育をしたいと熱望し，意欲を

持って工夫と変化を取り入れている教員は多くい

る．しかし，どの教員も，果たして，それが正しい

のか，効果があるのかと自問自答しながら，悩みな

がら試行錯誤を繰り返しているのが現状である．

現在の薬学部における教育で新たな試みが行われ

ている分野が初年次教育である．どの大学でも経験

をしていることだが，少子化の影響により，入学生

の学力の低下が著しい．従来の初年次教育をそのま

ま行っても，薬学を学ぶ基礎となる，化学，生物，

物理化学を多くの学生が身に付けることは困難なの

が現状である．われわれはこの状況に対応し，すべ

ての入学生が支障なく薬学を学べる基礎学力を身に

付けられる新たな学習方略を求めている．

もう 1 つの試みが，問題解決型教育である．知識

を覚えることのみを促すのではなく，身に付けた知

識を使えることを目的として，問題を解決するト

レーニングを学生に課していく学習方略が活発であ

る．この方略をうまく用いることで学生は基礎科学

的な知識から臨床的な知識まで幅広く，かつ横断的

に用いる経験をし，様々な問題を解決していく方法

を体験的に身に付けていく．

この誌上シンポジウムは，日本薬学会第 130 年会

で企画されたシンポジウム「新しい薬学教育へ―若

手教員の取り組みと現状」で御講演頂いた先生方に

講演内容に基づいて誌上シンポジウムとしてまとめ

て頂いたものである．年会のシンポジウムでは，各

大学で行われている，独創的で創意工夫に富んだ教

育法の実践とその成果を発表し，学部教育に関する

議論を行い，各大学における学部基礎教育の質的向

上と，若手教員のモチベーションのさらなる向上を

目指した．その結果，多くの先生方にご来聴頂き活

発なご議論を頂いた．また，ともに教育に携わる薬

剤師の先生方の，今の大学での教育を知りたい，今

の学生が何を学んでいるかを知りたいという声に微

力ながら応えることができたと考えている．

さて，本稿以下 3 編の総説にて，大井先生には専
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門教育への移行期にある学生に対する基礎科目のグ

ループ演習と教員のきめ細かいフォローによる学習

効果向上の成果を，加藤先生には，4 年次における

多分野連携型の問題解決型学習の試みとその成果

を，そして小生による初年次での分野横断的統合型

薬学教育の試みと学生の基礎科目の重要性認識向上

について詳しく述べる．なお，シンポジストの諸根

先生の講演内容は既に共同研究者の先生によって，

シンポジウム以外の内容も含めた形で薬学雑誌に発

表1)されているのでご紹介させて頂く．本誌上シン

ポジウムが，薬学教育のさらなる発展と，現在の大

学での教育を現場の先生方にご理解頂く一助となれ

ば幸いである．
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